第17事件　カルテの改竄と証拠隠滅罪（東京女子医大事件）　　担当：山本雅典
【事実の概要】
被告人Ｘ（瀬尾医師、当時東京女子医大病院Ｂ研究所所属）は同病院における心臓手術において執刀責任者兼助手を務めていたが、手術中、「医師Ｙが人工心肺装置の作動法を変更したところ機械が誤作動を起こして血が体外に排出されず」（本訴訟の表記に従う。このことの事実関係については後述）、脳障害が発生して患者が死亡した。

Ｘは脳障害が起こらなかったように装うため、①ＩＣＵ看護師長と共謀して瞳孔が拡大していなかったようにカルテを改竄し②臨床工学技士と共謀して人造心肺記録を偽物とすり替えることにより、脳障害の治療をしていないように見せかけた。
【参照条文】刑法104条：他人の刑事事件に関する証拠を隠滅し、偽造し、若しくは変造し、又は偽造若しくは変造の証拠を使用した者は、二年以下の懲役又は二十万円以下の罰金に処する。

【争点・請求】弁護側意見①：Ｘは、当該事件につき、民事事件についての訴訟提起は覚悟していたが、刑事訴追を受けることは予想しておらず、記録類が刑事訴訟上の証拠であることの認識に欠けるため、無罪である。

弁護側意見②：仮に①について有罪であるにしても、ＸはＢ研究所の主任教授であるＣから指示を受けてカルテ改竄・証拠隠滅行為を働いたのである（から、Ｃも共犯者である）
【判決】　懲役１年、執行猶予３年。
　弁護側意見①について：報道等を見ていれば、ＸはＹが刑事罰を問われる可能性がある、と認識しうるので、本件記録がＹの業務上過失致死事件に関する証拠であると認識しつつ、証拠隠滅行為に至ったことは明らかである。したがってＸはＹが罪に問われることにつき未必の故意があったと推認される。

　弁護側意見②について：Ｃのカルテ改竄を指示したとされる発言等につき、Ｘはこれを自分の利害と関連させて忖度し、改竄行為に及んだ。また看護師長や臨床工学技士を威圧した際、Ｃの名前を出さなかった。これらを考えると、Ｃの具体的指示、あるいは共謀関係があったとは言いがたい。
【問題点】この事件の他に、業務上過失致死の疑いで逮捕された医師Ｙ（佐藤医師）の責任を巡る刑事訴訟（最終的にＹ無罪：東京高判H21.3.27…東京女子医大の内部調査報告書に基づいて検察側の提出した「Ｙ医師の操作ミスによって血が逆流した」という原因ではなく、「脱血カニューレの位置不良」とした）がある。事実関係の「変動」と病院側の対応、またＹ語るところの病院当局側の「不正」等の事情を考慮すると、Ｃ及び病院の責任につき、再考する必要があるのではないか？

【参照したＨＰ】

前田正一氏のコメントhttp://www.medsafe.net/contents/hot/10josiidai.html
佐藤一樹医師（本件Ｙ医師）の記事http://kazu-dai.cocolog-nifty.com/blog/files/200807.pdf
